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新新入入留留学学生生をを対対象象ととししたたテテーーママ別別オオリリエエンンテテーーシショョンンのの実実践践  
――AA 大大学学 2233 年年秋秋学学期期受受入入れれのの事事例例かからら――  

 

渡部 留美 

（東北大学） 

 

ははじじめめにに  

日本における高等教育機関に在籍している

外国人留学生１）数は、2022（令和 4）年度外

国人留学生在籍状況調査（日本学生支援機構

2023）によると、2022 年 5月 1日現在 231,146

人となっており、コロナ禍により 2019 年の

312,214 人をピークに減少傾向が続いている。

2023年5月に新型コロナウィルス感染症が「2

類相当」から「5類感染症」になったことに伴

い、大学等が一斉に留学生受入れを再開した

ことにより、今後は回復していくものと思わ

れる。留学は自国では得ることのできない知

識や能力の習得を目指し、異なる言語・文化

背景のなかで視野や将来のキャリア選択肢を

広げる若い世代にとって貴重な機会である。

横田・白土（2004）は、留学生は、語学学習、

専門分野の教育・研究、交流、青年期の発達

課題、生活環境への適応、経済的自立と安定

という多様な側面に渡り課題を抱えていると

述べている。留学生といっても出身国・地域、

年齢、課程・身分２）、専門分野、留学目的など

多岐にわたっており、非常に多様である。英

語で学位取得が可能なコース、海外の学術交

流協定校から単位取得目的で 1〜2 学期間在

籍する交換留学プログラム等の増加により、

日本で生活するうえで日本語能力が充分にな

い学生、日本文化や社会について知識を充分

に持たずに来日する学生が増えている。 

さらに、近年、DEI（Diversity, Equity & 

Inclusion ：多様性、公正性、包摂性）の推進

が日本企業や大学において採用されるように

なってきた。平成 28年 4月に施行された障害

者差別解消法（平成 25 年法律第 65 号）及び

令和 3 年 6 月に交付された改正障害者差別解

消法（令和 3年法律第 56号）によって、国公

立、私立を問わず、すべての大学等において

不当な差別的扱いの禁止及び合理的配慮の不

提供の禁止が法的義務となったが、合理的配

慮を必要とする留学生に対する対応も必要と

なっている。 

このように以前にも増して留学生の属性や

ニーズの多様化が進んでおり、留学生に対し

ては、きめの細かい支援、予防的支援（Romano 

& Hage 2000）、予防的アプローチ（横田・白

土 2004）、二次的な支援（宇塚・岡 2015）が

不可欠であろう。 

本稿では、これらの支援要素を含む、早い

段階から留学生が快適な留学生活を送れるよ

うになるためのプログラムについて、A 大学

で実践している新入留学生向けテーマ別オリ

エンテーション「Welcome Week」の報告をお

こなう。具体的には、2023 年秋入学留学生向

けに実施した対面による実践について概要紹

介及び参加学生へ行ったアンケート結果につ

いて報告する。 

 

１１．．AA大大学学のの留留学学生生とと支支援援のの必必要要性性    

A 大学は、地方都市にある国立大学法人で、

10の学部、15 の大学院を擁する総合大学であ

る。留学生は、2023 年 10 月現在 2,205 人、

うち、博士課程 836 人、修士課程 704 人と大

学院生が 7 割を占める。出身は、中国が 6 割

で最も多く、インドネシア（5.4%）、韓国（3.5%）、

台湾（3.3%）、タイ（2.9%）と続く。4つのキ
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できる限り早い段階で情報を提供し、適応し

ていくよう支援する必要がある。 

 

２２．．WWeellccoommee  WWeeeekk ととはは  

A 大学で実施されている「Welcome Week」

は、もともと、増加傾向にある英語で実施さ

れるプログラムの留学生が日本での生活に早

い段階から馴染めるように、2017 年から提供

されていた「サバイバル日本語講座」（島崎ら

2019）が発展したものである。上述したとお

り、多様化する留学生の現状や学生生活調査

の結果から明らかになったニーズに対応すべ

く、内容の追加・改訂を進めてきた。 「Welcome 

Week」の特徴は次のとおりである。多様化す

る留学生の個々のニーズに基づいた設計とな

っていること、新入留学生同士だけでなく、

日本人学生、先輩留学生とつながる場の提供

をおこなっていること、理解が深まるよう提

供プログラムを少人数制（20～100 人程度）で

対面により実施していることである。 

実施にあたっては、A 大学の 4 つのキャン

パス全ての学生が参加しやすいよう、できる

だけ多くのキャンパスで提供することを心が

け、内容によっては、専門家に依頼をおこな

い、講義や資料を提供してもらうようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍の 2 年間はオンラインで実施して

きたが、2022 年秋学期の受入れから対面での

実施を再開した。 

 

３３．．22002233 年年秋秋学学期期のの実実施施報報告告  

ここでは、2023 年秋学期に実施した内容の

紹介をおこなう。提供したプログラムの日程

と内容、参加人数は表１のとおりである。内

容は、大きく、専門家・専門部署が提供する

ものと学生スタッフが担当するものに分けら

れる。 

専門家・専門部署が提供するものについて

は、サバイバル日本語、図書館ガイダンス、

キャリア支援、学生相談がある。サバイバル

日本語は、A 大学で日本語の授業を担当して

いる非常勤講師が授業をおこなっている。90

分のみのため、ひらがな・カタカナ、日本語

の発音について学習したあと、自己紹介場面

で自分の出身や専門、趣味が言えるようにな

るまでをおこなう。ここには、A 大学の日本

人学生がボランティアとして参加し、会話の

練習相手になったり、自分の名前の書き方を

手伝うなど、学習のサポートをおこなう。図

書館ガイダンスは、A 大学の附属図書館が担

当している。図書館の学生スタッフが、図書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 2023 年秋学期 Welcome Week プログラム 

 

日 時間 内容 使用言語 キャンパス 参加人数
10:30-12:00 キャンパスツアー 日本語/英語 K 14
13:00-14:30 学生相談/キャリア支援 日本語/英語 K 2
14:40-16:10 サバイバル日本語 日本語/英語 K 5
10:30-12:00 キャンパスツアー 日本語/英語 A 25
13:00-14:30 ゴミの捨て方/災害への備え/交通ルール 日本語/英語 K 43
14:40-17:50 国際共修授業/日本のマナー/クラブ・サークル/SIMカード申込 日本語/英語 K 97
10:30-12:00 図書館ガイダンス 英語 K 42
13:00-14:30 キャンパスツアー 日本語/英語 K 50

キャンパスツアー 日本語/英語 A 24
キャンパスツアー 日本語/英語 K 20

13:00-14:30 図書館ガイダンス 中国語 K 13
16:20-17:50 サバイバル日本語オンライン 日本語/英語 オンライン 8
8:50-10:20 サバイバル日本語 日本語/英語 A 11
10:30-12:00 ゴミの捨て方/災害への備え/交通ルール 英語 A 32
13:00-14:30 学生相談 英語 A 15

9/30(土) 11:30-14:30 街ツアー 日本語/英語 K 110
10/26(木) 16:30-18:00 ゴミの捨て方/災害への備え/交通ルール 英語 S 2
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ャンパスに分かれており、キャンパス間は、

歩くとそれぞれ 20～30 分程度かかる。理工系

が多くあるキャンパスには 5 割、人文社会系

や教養教育系機構のあるキャンパスには 3 割、

医歯学系のあるキャンパス、大学本部・研究

所のあるキャンパスにはそれぞれ 1 割の留学

生が通学している。 

A大学では、4年に 1回の頻度で留学生を対

象とした学生生活調査をおこなってきた。こ

の結果をもとに、留学生支援の戦略を立て、

サービスの充実化や制度の改善をおこなって

いる。2020 年度に実施した調査３）では、主に

以下のようなことが明らかになった。1 点目

は、日本人学生の友人の数の少なさである。

学内の日本人の親しい友人が 0 人と回答した

割合は 43％に上り、1〜4 人と回答したのは

50%であった。それは、どの日本語のレベルの

学生においても同じ傾向がみられた。一方で

日本人学生と交流を希望するかと問うた質問

に対し、9割以上が「強くそう思う」、「そう思

う」と回答し、多くの留学生が日本人と親し

くしたい・なりたいにも関わらず、実現には

至っていないことが浮き彫りとなった。 

2 点目は、悩み事や心配事の相談相手につ

いてである。学業にかんする相談相手は、図

1 のとおり、留学生および受入れ・指導教員

に相談する割合が高かった。生活上の相談相

手の多くは、留学生や家族であった。この結

果から、多くの留学生が留学生活中頼りにす

るのは、同じ留学生であり、留学生同士のネ

ットワークの有無が重要であることがわかっ

た。学業については受入れ・指導教員が相談

相手として選択されるケースが多いことから、

指導教員との良好な関係の構築が不可欠であ

るといえる。学業、生活とも留学生の 3 割が

日本人学生を相談相手として選択しているが、

チューターや研究室の先輩、同級生など日常

的に相談しやすい相手を見つけておくことも

必要であろう。 

 

図１ 悩み事や心配事の相談相手 

 

3 点目は、クラブ・サークル活動への加入に

ついてである。加入状況は留学生の身分によ

って大きく異なっており、学部生の 3 割、交

換留学生の 6 割が加入していた。加入してい

ない学生にその理由をきいたところ、学部生

は、2割が言語の問題のため、交換留学生は、

3 割が入り方が分からないからという回答で

あった。これらの結果から、クラブやサーク

ルに入りたくても入り方が分からない、もし

くは言語（日本語）が壁になっていて入れな

い、と考えている留学生がいることが明らか

になった。 

以上の留学生学生生活調査の結果を踏まえ、

大学側としては、入学初期の段階で先輩留学

生、日本人学生、同時期に入学する留学生に

接触する環境を提供することが重要であると

考えた。そういった環境のもと、留学生がネ

ットワーク構築、ソーシャルサポート獲得を

することにより、自律した留学生活がスムー

ズに送れるようになることが期待できる。A

大学では、全留学生を対象とした総合的なオ

リエンテーションは、一度に新入留学生を収

容できる会場の確保が困難であること、事務

の省力化などの事情から、コロナ禍を機にオ

ンデマンド化されている。動画資料はいつで

も自由に繰り返し視聴できる反面、上述した

ソーシャルサポートを得られる人々と知り合

うことはできない。また、日本語、日本文化

について知識が充分にない留学生に対しては、
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できる限り早い段階で情報を提供し、適応し

ていくよう支援する必要がある。 

 

２２．．WWeellccoommee  WWeeeekk ととはは  

A 大学で実施されている「Welcome Week」

は、もともと、増加傾向にある英語で実施さ

れるプログラムの留学生が日本での生活に早

い段階から馴染めるように、2017 年から提供

されていた「サバイバル日本語講座」（島崎ら

2019）が発展したものである。上述したとお

り、多様化する留学生の現状や学生生活調査

の結果から明らかになったニーズに対応すべ

く、内容の追加・改訂を進めてきた。 「Welcome 

Week」の特徴は次のとおりである。多様化す

る留学生の個々のニーズに基づいた設計とな

っていること、新入留学生同士だけでなく、

日本人学生、先輩留学生とつながる場の提供

をおこなっていること、理解が深まるよう提

供プログラムを少人数制（20～100 人程度）で

対面により実施していることである。 

実施にあたっては、A 大学の 4 つのキャン

パス全ての学生が参加しやすいよう、できる

だけ多くのキャンパスで提供することを心が

け、内容によっては、専門家に依頼をおこな

い、講義や資料を提供してもらうようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍の 2 年間はオンラインで実施して

きたが、2022 年秋学期の受入れから対面での

実施を再開した。 

 

３３．．22002233 年年秋秋学学期期のの実実施施報報告告  

ここでは、2023 年秋学期に実施した内容の

紹介をおこなう。提供したプログラムの日程

と内容、参加人数は表１のとおりである。内

容は、大きく、専門家・専門部署が提供する

ものと学生スタッフが担当するものに分けら

れる。 

専門家・専門部署が提供するものについて

は、サバイバル日本語、図書館ガイダンス、

キャリア支援、学生相談がある。サバイバル

日本語は、A 大学で日本語の授業を担当して

いる非常勤講師が授業をおこなっている。90

分のみのため、ひらがな・カタカナ、日本語

の発音について学習したあと、自己紹介場面

で自分の出身や専門、趣味が言えるようにな

るまでをおこなう。ここには、A 大学の日本

人学生がボランティアとして参加し、会話の

練習相手になったり、自分の名前の書き方を

手伝うなど、学習のサポートをおこなう。図

書館ガイダンスは、A 大学の附属図書館が担

当している。図書館の学生スタッフが、図書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 2023 年秋学期 Welcome Week プログラム 

 

日 時間 内容 使用言語 キャンパス 参加人数
10:30-12:00 キャンパスツアー 日本語/英語 K 14
13:00-14:30 学生相談/キャリア支援 日本語/英語 K 2
14:40-16:10 サバイバル日本語 日本語/英語 K 5
10:30-12:00 キャンパスツアー 日本語/英語 A 25
13:00-14:30 ゴミの捨て方/災害への備え/交通ルール 日本語/英語 K 43
14:40-17:50 国際共修授業/日本のマナー/クラブ・サークル/SIMカード申込 日本語/英語 K 97
10:30-12:00 図書館ガイダンス 英語 K 42
13:00-14:30 キャンパスツアー 日本語/英語 K 50

キャンパスツアー 日本語/英語 A 24
キャンパスツアー 日本語/英語 K 20

13:00-14:30 図書館ガイダンス 中国語 K 13
16:20-17:50 サバイバル日本語オンライン 日本語/英語 オンライン 8
8:50-10:20 サバイバル日本語 日本語/英語 A 11
10:30-12:00 ゴミの捨て方/災害への備え/交通ルール 英語 A 32
13:00-14:30 学生相談 英語 A 15

9/30(土) 11:30-14:30 街ツアー 日本語/英語 K 110
10/26(木) 16:30-18:00 ゴミの捨て方/災害への備え/交通ルール 英語 S 2
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ャンパスに分かれており、キャンパス間は、

歩くとそれぞれ 20～30 分程度かかる。理工系

が多くあるキャンパスには 5 割、人文社会系

や教養教育系機構のあるキャンパスには 3 割、

医歯学系のあるキャンパス、大学本部・研究

所のあるキャンパスにはそれぞれ 1 割の留学

生が通学している。 

A大学では、4年に 1回の頻度で留学生を対

象とした学生生活調査をおこなってきた。こ

の結果をもとに、留学生支援の戦略を立て、

サービスの充実化や制度の改善をおこなって

いる。2020 年度に実施した調査３）では、主に

以下のようなことが明らかになった。1 点目

は、日本人学生の友人の数の少なさである。

学内の日本人の親しい友人が 0 人と回答した

割合は 43％に上り、1〜4 人と回答したのは

50%であった。それは、どの日本語のレベルの

学生においても同じ傾向がみられた。一方で

日本人学生と交流を希望するかと問うた質問

に対し、9割以上が「強くそう思う」、「そう思

う」と回答し、多くの留学生が日本人と親し

くしたい・なりたいにも関わらず、実現には

至っていないことが浮き彫りとなった。 

2 点目は、悩み事や心配事の相談相手につ

いてである。学業にかんする相談相手は、図

1 のとおり、留学生および受入れ・指導教員

に相談する割合が高かった。生活上の相談相

手の多くは、留学生や家族であった。この結

果から、多くの留学生が留学生活中頼りにす

るのは、同じ留学生であり、留学生同士のネ

ットワークの有無が重要であることがわかっ

た。学業については受入れ・指導教員が相談

相手として選択されるケースが多いことから、

指導教員との良好な関係の構築が不可欠であ

るといえる。学業、生活とも留学生の 3 割が

日本人学生を相談相手として選択しているが、

チューターや研究室の先輩、同級生など日常

的に相談しやすい相手を見つけておくことも

必要であろう。 

 

図１ 悩み事や心配事の相談相手 

 

3 点目は、クラブ・サークル活動への加入に

ついてである。加入状況は留学生の身分によ

って大きく異なっており、学部生の 3 割、交

換留学生の 6 割が加入していた。加入してい

ない学生にその理由をきいたところ、学部生

は、2割が言語の問題のため、交換留学生は、

3 割が入り方が分からないからという回答で

あった。これらの結果から、クラブやサーク
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ては、地下鉄やバス内では携帯電話で話をし

ないこと、バス停や地下鉄の乗降口では列に

並ぶこと、など日本人にとっては当たり前の

ことでも留学生にとっては母国の習慣と異な

るため、知っておくと日本人との軋轢や誤解

が回避できることもある。さらに、大学の指

導教員や先輩との接し方、温泉でのマナーな

どクイズを取り入れながら説明をおこなって

いる。クラブ・サークル紹介は、留学生学生

生活調査の結果でも示したとおり、クラブや

サークルへ加入を希望する学生向けのセッシ

ョンである。A 大学では大学登録団体のクラ

ブ・サークルを対象に留学生の参加の可否を

聞き、可能な場合は、条件や活動内容、活動

スケジュールを回答してもらっている。それ

をもとに、留学生向けのクラブ・サークルガ

イドブックを作成し、このセッションで配布

している。セッションでは、部活（クラブ）

とサークルの違い、入部を希望するクラブへ

の連絡方法、実際にクラブに入っている留学

生の体験談などを紹介している。SIM カード

申し込みでは、安価で留学生に使いやすい

SIM 会社の情報の提供をおこない、最後に個

別に申し込み支援もおこなう。国際共修授業

の紹介セッションでは、A 大学が提供してい

る留学生と日本人学生が共に参加できる授業

の紹介をおこなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ Welcome Week セッションの様子 

 

 

報告者は Welcome Week 全体のコーディネ

ーションを行っており、スケジュール調整、

場所の確保、参加者募集資料の作成、申し込

み受付、学生スタッフの担当割り当て、当日

の準備、セッションのフォローなどを行って

いる。 

23 年秋学期は 10 月 1 日から後期の授業が

開始されるため、その前の週の 9 月最終週に

おこなった。S キャンパスにある医学研究科

では大学院の合格発表が 9 月にあるため、来

日が 10月後半になることから、来日時期を見

込んで 1ヶ月遅れて開催することにした。 

Welcome Week の案内は実施の1ヶ月前から

おこない、事前に申し込みを受け付けている。

申し込み状況でおおよその人数を把握し、定

員より大幅に超過予測される場合は優先順位

の高い学生４）に限るなど、調整する。しかし、

多くの留学生が渡日前に申し込みをおこなう

ため、来日した後で、指導教員との面談や研

究室の予定が入ったりするため、参加できな

くなるケースもある。そういった事情を勘案

して、定員より申込数が多くても当日のキャ

ンセルを見込み、多めに受付をおこなってい

る。23 年度秋は、193 人、延べ 973 人の申し

込みがあり、実際の参加者は延べ 513 人であ

った。193 人の内訳は、91 人が交換留学生、

41 人が研究生、修士課程１年が 20 人、博士

課程が 15 人、学部生が 21 人であった。参加

率はセッションや日程によって異なり、大体

3〜7割であった。 

 

４４．．参参加加者者及及びびボボラランンテティィアア学学生生ののアアンンケケーー

トト結結果果  

Welcome Week 終了後に、参加した留学生お

よびボランティア日本人学生を対象としアン

ケートをおこなった。留学生については 54人

から、日本人学生については 6 人から回答を

得た。本報告で用いた調査は、報告者が所属

する機関における倫理委員会の承認を得てい
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館の利用方法や図書の検索方法について説明

をし、その後グループに分かれ、館内のツア

ーをおこなう。キャリア支援は、キャリア支

援センターの教員が、日本での就職活動のス

ケジュールや注意点、アルバイトの見つけ方

などについて講義形式で説明する。学生相談

は、学内で留学生のカウンセリングをおこな

っている教員が日本で快適な留学生活が送れ

るためのヒントや異文化適応、カウンセリン

グサービスについて説明をおこなう。 

学生スタッフがおこなうものには、キャン

パスツアー、街ツアー、各種セッション・ワ

ークショップがある。キャンパスツアーは、

留学生が多く所属する 2 つのキャンパスにお

いて実施している。キャンパス内を歩きなが

ら施設の説明をしつつ、留学生の質問に答え

ている。街ツアーは、A 大学のある B 市の中

心部を数人のグループに分かれ、街を歩きな

がら留学生に有益な場所や施設の紹介をおこ

なう。このグループには、学生ボランティア

も参加、留学生からの質問に答えたり、おす

すめスポットの紹介をおこなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ Welcome Week 街ツアーの様子 

 

各種セッションには、ゴミの捨て方、災害

への備え、交通ルール、日本のマナー、クラ

ブ・サークル紹介、SIM カード申し込み、国際

共修授業の紹介がある。ゴミの捨て方のセッ

ションは、市のゴミの出し方のルールの説明

をおこなったあと、手作りのゴミのキットを

用いた分別作業をゲーム感覚でおこなう。こ

のセッションで、ゴミを捨てる曜日や時間が

住んでいる地域によって決まっていること、

燃えるゴミとその他のゴミの区別の仕方、大

型ゴミの捨て方などについて学ぶ。災害への

備えのセッションでは、日本で起こる可能性

の高い災害である地震、台風について取り上

げている。事前にある程度準備する時間があ

る台風については、被害を最小限に抑える方

法、役に立つウェブサイトなどの提供をおこ

なう。地震については、日本で地震が多く発

生するメカニズム、地震の規模（震度とマグ

ニチュードの違い）、家具の配置や食料の備蓄、

避難場所の確認などを伝えている。地震を経

験したことのない学生は、過度に心配する傾

向が強いが、これらの情報を得ることで少し

安心するようである。交通ルールのセッショ

ンでは、留学生の主な通学手段である、徒歩

や自転車について説明をおこなっている。自

転車については防犯登録をすること、譲り受

ける場合は譲渡証明書を作っておくこと、駐

輪場を利用し、禁止区域に駐輪しないことな

どを伝えている。新学期には自治体やボラン

ティアによる留学生向けの自転車販売があり

のでその情報も伝えている。A 大学では、学

生による自転車事故が多発しているため、自

転車の乗り方や禁止事項、交通標識の見方な

どについてもクイズを交え覚えてもらうよう

にしている。日本のマナーのセッションは、

当初はなかったが、それまでの Welcome Week

のアンケートから日本のマナーについて知り

たいという意見があったことから 2 年ほど前

から追加した。公共交通機関のマナーについ
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表４ 参加理由（日本人学生） 

ボランティアの活動内容に興味・関心が
あった 

4 

国際交流に興味・関心があった 6 
留学生の日本での留学生活をサポート
したいと思った 

4 

国際交流経験を積みたかった 4 
留学生と交流したかった 6 
留学生の友達を作りたかった 5 
英語を話したかった 4 
英語が上手になりたかった 2 
所属部局の教員、事務から勧められた 1 

 

表５ 得られたもの（日本人学生） 

留学生と交流できた 6 
留学生と友達になれた 4 
一緒にボランティアをする学生と交流
できた 

4 

一緒にボランティアをする学生と友達
になれた 

2 

留学生について理解が深まった 2 
国際経験を積むことができた 1 
留学生と話をすることに自信がついた 2 
英語能力が向上した 1 
コミュニケーション能力が向上した 1 
仙台の街を知ることができた 2 

 

留学生は概ね、期待していたとおり留学生

活に必要な情報を得られたと感じたようであ

った。6 割が日本文化・社会について知識が

高まり、5 割が日本での留学生活に自信がつ

いたことは一定の成果があったといえる。ま

た、留学生と交流できたと回答した人数は 7

割以上にのぼり、このプログラムがネットワ

ーク構築の場となっていると推察できる。留

学生と交流でき（41 人）、かつ友達になれた

（37人）数はほぼ同数で、交流がそのまま友

人形成に結びついていた。一方、日本人学生

と交流できたのが 32人に対し、友達になれた

のは 16人と半数であった。留学生同士は友人

になりやすいが留学生が日本人の友人を作る

ことは容易でないことが浮き彫りとなり、1

で述べた学生生活調査を裏付ける結果となっ

た。 

留学生と交流したいという理由で参加した

日本人学生にとっては、全員が交流できたと

回答していることから、このプログラムがボ

ランティアとして参加する日本人学生のニー

ズも満たしているといえる。ただし、友達に

なれたのは 4 人であったため、日本人にとっ

ても留学生と友人になることには何らかの壁

があることが推察される。自由記述で、「日本

人の学生と一緒に参加できる活動がもっと多

くなればいい」と留学生が書いていたが、今

後は、より多くの日本人学生に参加し、交流

を深められるような仕掛けが必要であろう。 

 

５５．．今今後後ににむむけけてて  

参加留学生及び日本人学生に行ったアンケ

ート結果からは、Welcome Week に対する評価

は概して高かったが、改善すべき点もみられ

た。より増加、多様化する留学生のニーズに

対応するため今後も改善をおこなう必要があ

る。 

毎回アンケート結果を参考に改善を重ねて

いるが、Welcome Week が留学生のための単な

る情報取得目的のオリエンテーションではな

く、参加した留学生が他の留学生や日本人学

生と知り合い、友人形成をおこなう場、日本

人学生にとっては、学内で国際交流を体験で

きる場となるよう、より一層の工夫や働きか

けが必要である。 

参加した留学生の半数が交換留学生であっ

たが、これは報告者が所掌するプログラムの

学生全員に案内を送っていたことも背景にあ

る。しかしながら、A大学の留学生の 3分の 2

が大学院生であることから、このプログラム

神戸大学「研究論叢」第 30 号 2024 年６月 30 日 

- 116 - 
 

る（承認番号：k00510、k00512）。 

まず、留学生に対して実施したアンケート

結果から報告する。どのようにして Welcome 

Week を知ったか、という質問に対しては、27

人が所属部局やプログラムの担当教職員から、

18人が大学の英語版 HP からという回答であ

った。報告者がおこなった周知方法は、報告

者の所属するセンターのホームページへの掲

載、A 大学の英語版ホームページへの掲載、

学内の国際交流担当者のメーリングリストへ

の案内等であった。直接担当者からのメール

による案内のほか、大学のウェブサイトも見

ているということが理解できた。 

それぞれのセッションについて 5段階（1 ：

全く役に立たなかった〜5 ：とても役に立った）

で聞いたところ、ほとんどの学生が 4 または

5 を選択しており、概ね満足のいくプログラ

ムであったといえる。 

Welcome Weekに参加した理由をきいたとこ

ろ、「プログラムの内容に興味・関心があった」

が 45人で最も多く、次いで「日本での留学生

活に必要だと思った」39 人、「留学生と交流

したかった」31 人、「日本人学生と交流した

かった」26人であった。多くの学生が留学生

活に特化したプログラム内容に興味をもち、

共に参加する学生と交流したいという気持ち

をもっていることがわかった。 

 

表２ 参加理由（留学生） 

プログラムの内容に興味・関心があった 45 
日本での留学生活に必要だと思った 39 
留学生と交流したかった 31 
国内（日本人）学生と交流したかった 26 
日本語が上手になりたかった 9 
友達や先輩に勧められた 4 
所属部局やプログラムの教員、スタッフ
から勧められた 

3 

 

このプログラムに参加して得られたものに

ついては、「A大学についての情報を得ること

ができた」と「留学生と交流ができた」が 41

人で最も多く、次いで、「留学生と友達になれ

た」37人、「日本文化・社会について知識が高

まった」33人、「B市を知ることができた」33

人、「日本人と交流できた」32人、「日本での

留学生活に自信がついた」28人であった。 

 

表３ 得られたもの（留学生） 

日本文化・社会について知識が高まった 33 
日本語の知識が高まった 19 
東北大学についての情報を得ることが
できた 

41 

B の街を知ることができた 33 
留学生と交流できた 41 
国内（日本人）学生と交流できた 32 
留学生と友達になれた 37 
国内（日本人学生）と友達になれた 16 
日本での留学生活に自信がついた 28 

 

次に日本人学生に対して実施したアンケー

ト結果について報告する。サバイバル日本語

クラスと街ツアーにボランティアとして参加

した日本人学生は述べ 30名であった。アンケ

ートの回答者数は 6 人と少ないため参考程度

になるが、留学生と同じく参加理由と得られ

たものについてきいた。参加理由は、「留学生

と交流したかった」と「国際交流に興味・関

心があった」が 6人、「留学生の友達を作りた

かった」5人、「英語を話したかった」、「国際

交流経験を積みたかった」、「留学生の日本で

の留学生活をサポートしたいと思った」、「ボ

ランティアの活動内容に興味・関心があった」

がそれぞれ 4 人であった。得られたものは、

「留学生と交流ができた」6人、「留学生と友

達になれた」と「一緒にボランティアをする

学生と交流できた」が 4人であった。 
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５ .  書  評 
 

 

松本 和寿 著 

『子ども観と評価でみる学校教育史 経験主

義教育に学ぶ子どもはどう評価されたか』 

 

馬場 大樹（鳴門教育大学） 

 

 本書は，2021 年に九州大学大学院に提出さ

れた学位請求論文「戦後教育改革期の『教育

評価』に関する研究―全人的な評価における

『教育測定』の役割とその変化―」の内容を

大幅に加筆し，2023 年度科学研究費助成事

業・科学研究費補助金・研究成果公開促進費

（学術図書）の助成を受け出版されたもので

ある。 

 本書の目的は，戦後教育改革期における経

験主義に特徴づけられる教育実践をめぐって，

全人格的な子ども観に基づく評価のあり方や

その変化を明らかにすることにある。戦後教

育改革期の教育実践を対象とした歴史研究は

数多く蓄積されているものの，その多くはカ

リキュラム論や指導方法に焦点が当てられて

いる。その中で本書の新規性は，①卓越的な

教育実践に限らず教育現場一般が直面した実

践的な課題としての「評価」に焦点を当てた

こと，②個別の教育実践を対象とするのでは

なく，諸機関から提示される評価をめぐる言

説や実践的提案を手がかりに，当時めざされ

た全人格的な子ども観に基づく評価の歴史的

な変化を検討したこと，の２点にある。 

 以上の目的に沿って，本書では具体的に以

下三つの課題に取り組まれている。①態度の

評価や特性を把握する方法が当初どのように

理解され，教育現場がそれをどう具体化した

のか。②全人格的な子ども観に基づく評価が

進められたこの時期に，五段階相対評価や標

準検査がいかなる意図において導入され，そ

の学力を含む多様な特性の記録が実際にどの

ように行われたのか。③態度の評価や特性の

把握をめぐる問題が全人格的な子ども観に与

えた影響は何か。これら三つの課題を通じて，

戦前の主観的評価の反省に立ち客観的評価を

求めた教育現場が，全人格的な子ども観に基

づく評価のあり方についていかに頭を悩ませ，

対処しようとしていたかが明らかにされる。

と同時に，その実践上の困難性が結果として

戦後教育の理念を棚上げさせたことが歴史的

に描かれている。 

以下，本書の内容をみていきたい。本書は

戦後教育改革期に関する歴史研究としての位

置づけや上述した諸課題について述べられる

序章と，研究の総括とその意義が析出される

終章のほか，上三つの課題に概ね対応した三

部構成をとる。 

第Ⅰ部「経験主義教育における学力をめぐ

る議論と態度の評価」では，1947 年の「学習

指導要領一般編（試案）」の公表からその改訂

版が出された 1951 年付近までの期間におい

て，全人格的な子ども観に基づく態度の評価

や児童生徒の多様な特性の把握がどのように

理解され，実施されていたかが多面的に明ら

かにされる。まず第一章では，学術的な動向

として，コア・カリキュラム連盟や学力低下

批判をめぐる議論において経験主義教育のカ

リキュラム構造に関する議論が先行し，態度

への評価に関する検討が先送りとなっていた

ことが確認される。第二章ではこうした言説

状況の検討から転じて，文部省や研究者が主

催する講習会の内容を手がかりに，日常的な

指導における態度への評価が具体的にどのよ

うに構想されていたのかが示される。そこで
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に参加する大学院生は少ないことがわかる。

今後は、全ての留学生に情報が行き渡るよう

周知を徹底していく必要がある。 

 

【注】 

１） ここでいう「外国人留学生」とは、「出入国管理

及び難民認定法」別表第 1に定める「留学」の

在留資格による、大学等において教育を受ける

外国人学生をいう。 

２） 学部生、修士課程、博士課程、交換留学生、研

究生など 

３） 2019 年 12 月から 2020 年 1 月にかけておこな

った。留学生 2103 人中回答数は 651 人（回答

率 31.0%）であった。詳細は『2020 年度東北大

学留学生学生生活調査まとめ』 

https://www.insc.tohoku.ac.jp/japanese/wp-

content/uploads/2021/04/J_International_St

udents_Survey_2020.pdf（閲覧 2024/03/15） 

４）定員が超過する場合は、充分なオリエンテーショ

ンがないと考えられる研究生や大学院生を優先

している。 
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なく，諸機関から提示される評価をめぐる言

説や実践的提案を手がかりに，当時めざされ

た全人格的な子ども観に基づく評価の歴史的

な変化を検討したこと，の２点にある。 

 以上の目的に沿って，本書では具体的に以

下三つの課題に取り組まれている。①態度の

評価や特性を把握する方法が当初どのように

理解され，教育現場がそれをどう具体化した

のか。②全人格的な子ども観に基づく評価が

進められたこの時期に，五段階相対評価や標

準検査がいかなる意図において導入され，そ

の学力を含む多様な特性の記録が実際にどの

ように行われたのか。③態度の評価や特性の

把握をめぐる問題が全人格的な子ども観に与

えた影響は何か。これら三つの課題を通じて，

戦前の主観的評価の反省に立ち客観的評価を

求めた教育現場が，全人格的な子ども観に基

づく評価のあり方についていかに頭を悩ませ，

対処しようとしていたかが明らかにされる。

と同時に，その実践上の困難性が結果として

戦後教育の理念を棚上げさせたことが歴史的

に描かれている。 

以下，本書の内容をみていきたい。本書は

戦後教育改革期に関する歴史研究としての位

置づけや上述した諸課題について述べられる

序章と，研究の総括とその意義が析出される

終章のほか，上三つの課題に概ね対応した三

部構成をとる。 

第Ⅰ部「経験主義教育における学力をめぐ

る議論と態度の評価」では，1947年の「学習

指導要領一般編（試案）」の公表からその改訂

版が出された 1951 年付近までの期間におい

て，全人格的な子ども観に基づく態度の評価

や児童生徒の多様な特性の把握がどのように

理解され，実施されていたかが多面的に明ら

かにされる。まず第一章では，学術的な動向

として，コア・カリキュラム連盟や学力低下

批判をめぐる議論において経験主義教育のカ

リキュラム構造に関する議論が先行し，態度

への評価に関する検討が先送りとなっていた

ことが確認される。第二章ではこうした言説

状況の検討から転じて，文部省や研究者が主

催する講習会の内容を手がかりに，日常的な

指導における態度への評価が具体的にどのよ

うに構想されていたのかが示される。そこで
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